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「バンドプラン」に関する課題について、各社より寄書が複数提出されているが、それに対し、

以下のとおり、弊社の考え方を述べる。 

 

１．バンドプランについて 

①1.1MHz以下の周波数帯域について 

当社としては、新たな伝送システムの開発およびサービス導入を妨げる蓋然性が高いため、

バンドプランは規定せず、従来の伝送性能保護基準値の考え方に従ったスペクトル管理を引

き続き行うことを支持したい。 
 
②1.1MHzを超える周波数帯域について 
他メンバーより、G.993.1 BandplanA に従うことが提案されているが、当社としては、

TTC で策定するスペクトル管理標準の中に、バンドプランを設定することになれば、将来
的に、日本の DSL マーケットでは、新規の伝送システムの導入の選択を狭めることになる
（標準化されているバンドプランを否定する主旨ではない）ので、現時点でバンドプランを

決めることについては、反対したい。 
また、多くの DSL事業者の主力サービスとなっている Quadスペクトルを利用したサービ
スへの影響については、上記の干渉計算の対象となる周波数帯域を 1.1MHzから 3.75MHz
へ拡張することによって①同様に保護がはかられると考える。 
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